
○

・写真展は毎年応募される方々がおられ、作品の
完成度も高く、また、受賞者からも事業に対して
好評を得ている。
・巨大アート作品は、今後区役所エントランスホー
ルで開催するイベント等で掲出していく予定であ
り、四季を通じて来場者に見て頂くことができる。

写真やアートに触れていただくことで、同じ趣
味や興味を持つ人とのつながりをつくるきっ
かけとなり、サークル活動への参加など、文
化振興に役立つ可能性がある。

約１００人

○

・写真展は毎年テーマを代えて募集してお
り、バラエティに富んだ作品、質の高い作品
の応募があり、表彰の際にも活発な意見交
換がなされた。
・巨大アート作品づくりは、四季の木に手形
で葉に見立てることで、さまざまな大きさや
色の手形で彩られた作品となった。

①北区写真展
　テーマを設定して写真を募集し、審査のうえ優秀
作品の表彰を行う。
②巨大アート作品づくり
　四季の木をモチーフとした手形アートを北区の
子どもと協力して作成する。
③作品展示
写真展の応募作品及び巨大アート作品を区役所
で展示する。

拡充
継続
見直し
廃止

・写真展は「あなたのお気に入りの北区」というテーマで募集期間を延長したが、応募者数や作
品数は減少となった。しかし、作品のバラエティや完成度は高く、表彰式でも、受賞者同士や審
査員との意見交換が行われ、、さらなる写真に対する意欲の向上や連帯意識の醸成を図ること
ができた。また、約1か月行われる写真展示も、多くの来場者に鑑賞いただくことができた。
・巨大アート作品づくりでは、多くの子どもたちの協力を得て、楽しく手形を押している姿が見ら
れ、完成した作品も、北区ランチタイムコンサートにて展示することができた。

今後の方向性（課題、改善提案等）

○

⑤自立発展性

○

・写真展は、募集期間を拡大し、年齢を問わ
ず広く写真を募集した。
・巨大アート作品づくりは誰でも簡単に参加
できる手形アートを作成することで、幼児でも
気軽に作品づくりに参加することができた。

・写真展の応募者数の増加を図るため、わかりやすいテーマ設定で、広く周知する必要がある。
・巨大アート作品は、文化振興事業と連携して今後エントランスホールで行われる音楽イベントステージの背景として作成した。今後もさらにイベントステージの彩る装飾品を作成するなど、誰もが簡単
に楽しく制作できることや、制作した作品を多くの方に見ていただくことを考慮して、内容を検討する必要がある。

・写真展は区民の芸術・文化意識の向上や
まちづくりに必要な連帯意識の醸成を図るた
め、北区自治連合協議会と共催で行ってい
る。
・巨大アート作品づくりは、堺美術協会会員
の指導のもと、大泉学園生徒、新金岡西保
育園園児、子育て支援課で実施しているゆ
めひろばの参加者に協力いただき作成し
た。

◎

H29

総合評価

活動指標 H27

○

作成に協力した人数

北区　区域まちづくり事業　効果検証シート

５７人
８６点

３０人
６９点

北区写真展の応募者数と
作品数

事業名称 実施主体

北区文化振興事業

事業内容

５９人
８５点

区民の芸術文化に対する意識の高揚を図るととも
に、北区の魅力づくりや文化的なまちづくりに寄与
することを目的とする。

北区役所

―

④効率性

事業目的

①妥当性 ②協働の視点 ③インパクト

H28

―


